	（事業計画書作成にあたっての注意事項）　
・記載する内容は全て申請日時点としてください。
・同一内容であれば任意の様式での提出でもかまいません。
・枚数制限はありません。必要に応じて別紙を添付してもかまいません。
・斜字体（青字）で示している部分については、削除して提出してください。（2ページ目以降を提出してください。）
・記載する欄が足りない場合は、行の追加や行の高さを変更するなど適宜対応してください。
・虚偽の申請を行った場合、新潟市補助金等交付規則の定めにより交付決定が取り消される場合があります。
	


古町地区魅力創造支援補助金交付申請書　事業計画書

１．申請者の基本情報　
個人の方は「※」の項目のみ記載してください。
	※申請者名
	

	代表者名
	役　職
	
	氏　名
	

	担当者名
	部　署
役　職
	
	氏　名
	

	
	TEL
	
	MAIL
	

	※住所・連絡先
	住所
	

	
	TEL
	
	MAIL
	

	団体の概要
(該当する箇所のみ記載)
	資本金
	
	創　業
	

	
	構成員・
従業員数
	
	設　立
	

	※業種及び
主要事業内容
	



２．補助対象事業

【基本項目】
	事業の名称
	

	申請者が考える
古町地区の
現状と課題
	

	事業の目的

※「申請者が考える古町地区の現状と課題」に対して、どのように取り組んでいくかを踏まえて記載してください。
	


	具体的な
事業の内容

※令和4年度を含め3年間の事業の内容を記載してください。
※図を用いるなど
分かりやすく記載してください。
	【令和4年度】


【令和5年度（予定）】


【令和6年度（予定）】



	古町地区将来
ビジョンの方向性への合致

※合致する3項目までに☑して、どのように合致するか具体的に記載してください
※それぞれの項目の詳細は、古町地区将来ビジョンの21ページをご覧ください。
		□　歴史的な建築物・街並みの保存
	□　古町芸妓など、みなとまち文化の継承

	□　多様な地域資源の磨き直し
	□　連携強化・回遊性の向上

	□　既存ストックの有効活用
	□　情報発信の強化

	□　多様な主体との連携
	



☑した項目が、どのように合致するか具体的に記載してください。


	事業の目標

※数値を挙げるなど、具体的に記載してください。
	

	事業実施による
古町地区全体への波及効果

※数値や事例を挙げるなど、具体的に記載してください。
	




	古町地区において類似事業の有無
及び類似事業との違い

※該当する方に☑してください。
※申請者が把握する限りで記載してください。
	□　有　　　　　　　□　無

	
	【「有」の場合：類似事業との違いを具体的に記載してください。】

	補助期間終了後の運営方針

※令和5年度以降も事業を継続するための取組等を記載してください。
	


	「にいがた２km」の魅力向上への
寄与

※どのように寄与するのか数値や事例を挙げるなど、具体的に記載してください。
	


【追加項目】　※該当する場合は、記載してください。

[bookmark: _GoBack]３．事業スケジュール及び工程表（令和4年度）
	活動計画
	活動項目
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月

	
	(例)①専門家との打合せ
	
	
	
	
	
	

	
	①
	
	
	
	
	
	

	
	②
	
	
	
	
	
	

	
	③
	
	
	
	
	
	

	
	④
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	



	活動項目
	説明

	(例)①専門家との打合せ
	専門家を招へいし、商品開発のアドバイス及び打ち合わせを実施

	①
	

	②
	

	③
	

	④
	

	
	

	
	

	
	




